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最近の関心

Johanson (1998: 82-83, 2021: 21-23)による
系統的分類：

南西 (オグズ) 語群：
Trk. = トルクメン語 (トルクメニスタン; 約666万)

北西 (キプチャク) 語群：
Kr. = キルギス語 (クルグズスタン (キルギス); 約513万)
Ka. = カザフ語 (カザフスタン; 約1270万) 

南東 (カルルク) 語群：
Uz. = ウズベク語 (ウズベキスタン; 約2800万人) 
Uy. = 現代ウイグル語 (新疆ウイグル自治区; 約1041万)

※ 話者数は、Ethnologue: Languages of the World (https://www.ethnologue.com/) の
各言語のページのTotal users in all countriesを参照

図 1: 中央アジアの概略図
(宇山編 2010: 2)



最近の関心

中央アジアの五つのチュルク諸語は、系統的には、南西 (オグズ) 語群・北
西 (キプチャク) 語群・南東 (カルルク) 語群のいずれかに分類される。
ただし、系統的な分類を超えた共通の特徴を持つことも指摘されている。

-GAn-turkic (Schönig 1999: 72)
北西語群・南東語群に属する言語、および南シベリアのチュルク諸語とハラ
ジ語が含まれ、南西語群に属するトルクメン語も -GAn-turkic のいくつかの
特徴を持つとされている。



最近の関心

(1)「私が昨日買ってきた本」
a. トルクメン語 (南西語群; 風間 2022: 480):

Men düýn [sat-yn al]-an kitab-ym
I yesterday buy[trade-CVB.SIM take]-PTCP.PFV book-1SG

b. キルギス語 (北西語群; 風間・アクマタリエワ 2022: 668):
Kečěě sat-ïp al-gan kiteb-im
yesterday [sell-CVB.PFV   take]buy-PTCP.PFV book-1SG.POSS

c. カザフ語 (筆者による作例、母語話者確認済): 
keše sat-ïp             al-ɣan kitab-ïm
yesterday sell-CVB.SEQ take-PTCP.PAST  book-1SG.POSS

d. ウズベク語 (南東語群; 風間・日髙 2022: 714):
(Men) kecha sot-ib ol-ib kel-gan kitob
I         yesterday buy[sell-CVB.PFV take]-CVB.PFV  come-PTCP.PFV book

e. 現代ウイグル語 (南東語群; 風間・新田 印刷中):
Men tünügün al-ğan kitab
I        yesterday  take-PTCP.PF  book



最近の関心

• 系統的な分類を超えた共通の特徴を持つ
例: -GAn-turkic (Schönig 1999: 72)
→他にどんな現象なのか？その現象に理由はあるのか？

• PDでの研究課題：
「中央アジアにおけるチュルク諸語のモダリティ体系の解明 」

• 博士論文：
『ウズベク語における形動詞と動名詞による従属節について』

⇒PDではより範囲を広く
「ウズベク語」から「中央アジアのチュルク諸語」へ
「非定形動詞（動名詞・形動詞）」から「モダリティを表す諸表現」へ

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-22J01538/
http://repository.tufs.ac.jp/handle/10108/94832


最近の関心

論文：

• 日髙晋介 (2023)「ウズベク語における推定・可能性を表す分析
的表現の差異 : V-sa kerakとV-(i)sh mumkin に注目して」『北
東アジア諸言語の記述と対照』3: 79–98.

• 日髙晋介 (2023)「中央アジアのチュルク諸語におけるモダリ
ティ対照の試み」『言語の普遍性と個別性』 14: 109–35.

• 日髙晋介 (2023)「ウズベク語における小詞 =chi の機能」『北
方言語研究』13: 17–38.

https://niigata-u.repo.nii.ac.jp/records/2000888
https://niigata-u.repo.nii.ac.jp/records/2000888
https://niigata-u.repo.nii.ac.jp/records/2000881
https://niigata-u.repo.nii.ac.jp/records/2000881


最近の関心

日本言語学会 第166回大会 6/17-18 @専修大学

• 6/17 (土) 口頭発表 A会場 14:55−15:25

「ウズベク語における命題的モダリティを表す分析的表現の相互承接―主観
性に注目して―」

• 6/18 (日) ワークショップ B会場 10:00-12:00

「チュルク諸語の副動詞にまつわる諸問題 ―節連結・副詞句・複雑述語―」

企画者：日髙 晋介

司会者：アクマタリエワ・ジャクシルク

コメンテーター：江畑 冬生

https://www.ls-japan.org/modules/documents/index.php?cat_id=30


成果発表のために速くミスなく翻字したい

現時点で主に用いられている文字

（※ ロシア語やアラビア語の表記のために使用されている文字とは、それぞれ
少し異なる）

トルクメン語： キリル文字からラテン文字に完全移行

カザフ語： キリル文字（カザフスタン）、アラビア文字（中国）

※ ラテン文字化については議論中？

キルギス語： キリル文字

ウズベク語： キリル文字からラテン文字にほぼ移行

現代ウイグル語： アラビア文字（文字事情は菅原 2012に詳しい）

https://chikyukotobamura.org/muse/wr_casia_4.html
https://www.chikyukotobamura.org/muse/wr_casia_2.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%82%B6%E3%83%95%E8%AA%9E%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%99%E3%83%83%E3%83%88
https://www.chikyukotobamura.org/muse/wr_casia_3.html
https://www.chikyukotobamura.org/muse/wr_casia_1.html


島田志津夫 (2019)『大学のウズベク語』pp. 20-21



成果発表のために速くミスなく翻字したい

ブラウザ上で使えるWEBコンバーター

• キリル文字からラテン文字

トルクメン語

ウズベク語

カザフ語

（キルギス語はなし？）

• アラビア文字からラテン文字

現代ウイグル語

https://www.lexilogos.com/keyboard/turkmen_conversion.htm
https://www.lexilogos.com/keyboard/uzbek_conversion.htm
https://www.lexilogos.com/keyboard/kazakh_conversion.htm
https://cis.temple.edu/~anwar/code/latin2uyghur.html


要望

• ある文字で書かれたテキストを別の文字（任意の文字）に瞬時
に置換できればなあ…

成果発表のために速くミスなく翻字したい

問題

• カザフ語、現代ウイグル語は複数のラテン文字体系が錯綜して
存在するので、あるコンバータでどの文字体系を使用している
のかがパッと見で判断できない。

• 任意の文字体系で翻字できない。

※「もっと効率的な方法があるのにな…」「もっとこうしたら使えるの
にな…」などご助言・ご要望ありましたら、ぜひともお願いします。



Pythonでコンバーターを作る

Python (パイソン)とは？

1990年代初頭ごろから公開されているプログラミング言語で、
わかりやすく、実用的な言語として、広く使われ続けています。
Pythonはプログラムの「読みやすさ・わかりやすさ」をとても
重視していて、Pythonを知らない人でも、理解しやすいように
デザインされています。

もちろん、読みやすさ一辺倒ではなく、実用的で、高い拡張性
も備えています。読みやすさ・習得しやすさと、実用性のバラン
スが、Pythonの大きな魅力といえるでしょう。

（プログラミング言語 Pythonの紹介 - python.jp より引用）

https://www.python.jp/pages/about.html


Pythonでコンバーターを作る

Google Colaboratory (公式紹介ページ)

ColabはPythonの環境構築を一切せずに、サクッとPythonコードを
書いて実行できる、便利なサービス

※ 要Googleアカウント

YouTube：
【超便利！】Google ColaboratoryでPythonを書いて動かす方法 〜
Pythonプログラミング学習入門・初心者向け〜

https://colab.research.google.com/#scrollTo=Nma_JWh-W-IF
https://www.youtube.com/watch?v=fV42OD5ZA2k
https://www.youtube.com/watch?v=fV42OD5ZA2k


①

②

③



（中略）

元のテキスト

「辞書」
‘変換前’ : ‘変換後’,

出力されたテキスト

s = (({「辞書」})にしたがって)text内の文字
を変換せよ

sを出力せよ



（中略）

もちろんアラビア文字も翻字可能



Pythonでコンバーターを作る

課題：

より効率のよい（＝処理速度が速まる）方法があるかも

参考：文字の変換にはstr.translate()が便利 - Qiita

colabへのリンク（自己責任での使用をお願いします）:

カザフ_ラテンコンバータ.ipynb

ウイグル_ラテンコンバータ.ipynb

https://qiita.com/tag1216/items/df6c93bdb823dd48af6c
https://colab.research.google.com/drive/1pg89T78iDZRa-UCCbVmqxDKdBLfrd1sb?usp=sharing
https://colab.research.google.com/drive/1ntSdQVqKi17Y-EYAV_n5XlJE1OxFZt_r?usp=sharing
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